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上勝町のあたらしい「ゼロ・ウェイスト宣言」

2003年のゼロ・ウェイスト宣言から17年、上勝町では町民一人一人がごみ削減に努めリサイク
ル率80％以上を達成しました。小さな町の大きな挑戦は世界から注目され、持続可能な社会へ
の道筋を示しました。

私たちが目指すのは、豊かな自然とともに、誰もが幸せを感じながら、それぞれの夢を叶えら
れる町です。

上勝町はゼロ・ウェイストの先駆者として、「未来のこどもたちの暮らす環境を自分の事とし
て考え、行動できる人づくり」を2030年までの重点目標に掲げ、再びゼロ・ウェイストを宣言
します。

1. ゼロ・ウェイストで、私たちの暮らしを豊かにします。

2. 町でできるあらゆる実験やチャレンジを行い、ごみになるものをゼロにします。

3. ゼロ・ウェイストや環境問題について学べる仕組みをつくり、新しい時代のリーダーを輩
出します。
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上勝町役場



出典：徳島県上勝町令和2年度版資源分別ガイドブック

上勝町における資源とごみのゆくえ



上勝町における資源の売却益とごみの処理費用

出典：徳島県上勝町令和2年度版資源分別ガイドブック



上勝町の服をとりまく課題

【サステナブルファッションの理想】
• 衣類が焼却／埋め立てされず、資源として循環すること。
• 服をたのしむ過程のなかであらゆる面で負担がないこと。

【上勝の現状】
1. 一方行のリサイクルになっている。
2. 衣類は資源回収時、マテリアルとしての価値が低い。

【求められる変化】
衣服をつくる段階から、素材の行き先があること。
資源回収が行われやすい制度設計を整えると同時に、
消費者も主体的にサステナブルの選択肢を選ぶこと。
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WHYが考える「サステナブルファッション」
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